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市
は
、
9
月
24
日
か
ら
10
月
1
日
ま

で
、
２
０
２
４
年
4
月
に
姉
妹
都
市
提

携
30
周
年
を
迎
え
る
姉
妹
都
市
デ
ィ
ー

ニ
ュ
・
レ
・
バ
ン
市
な
ど
（
フ
ラ
ン
ス
）

に
、
市
内
中
学
生
6
名
を
派
遣
し
、
海

外
体
験
学
習
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

復
興
支
援
の
感
謝
の
発
信

９
月
26
日
・
27
日

当
市
は
、
震
災
時
に
デ
ィ
ー
ニ
ュ
・

レ
・
バ
ン
市
や
ロ
ク
シ
タ
ン
社
か
ら
多

く
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒

第 70号

令和５年11月1日

た
ち
は
同
市
内
の
マ
リ
ア
・
ボ
レ
リ
中

学
校
や
ロ
ク
シ
タ
ン
社
を
訪
問
し
、
自

分
た
ち
で
考
え
た
「
復
興
支
援
へ
の
感

謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
一
人
ひ
と
り
が

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
。
心
打
た
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
っ
た
と
の
称
賛
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
小
学
生
と
の
交
流

９
月
28
日

デ
ィ
ー
ニ
ュ
・
レ
・
バ
ン
市
近
隣

の
ル
・
ブ
リ
ュ
ス
ケ
村
に
あ
る
マ
ル
セ

ル
・
ル
ー
小
学
校
の
児

童
に
、
交
流
の
あ
る
平

田
小
学
校
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
の
ペ
ナ
ン

ト
を
届
け
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
児
童
た

ち
は
、
自
分
の
シ
ャ
ツ

や
靴
に
日
本
語
で
サ
イ

ン
を
求
め
る
な
ど
大
歓

迎
の
様
子
で
、
生
徒
た

ち
も
そ
の
勢
い
に
圧
倒

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
に
と
っ

て
、
自
分
た
ち
の
文
化

が
海
外
で
は
「
外
国
の

文
化
」
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

い
わ
て
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
応
援

９
月
28
日

第
一
回
ワ
ー
ル
ド
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ

グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
て

い
る
、
い
わ
て
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
、
マ
ル
セ
ル
・
ル
ー

小
学
校
の
児
童
と
一
緒
に
応
援
し
ま
し

た
。会

場
は
、
岩
手
・
釜
石
チ
ー
ム
へ

の
「Japon! Japon!

（
日
本
！
）」
の

大
声
援
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
試
合
は
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
国
境
と
い
う
垣
根
を
越

え
て
一
丸
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を
応
援
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
３
の
観
戦  

９
月
28
日

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
市
に
て
開
催
さ
れ

た
日
本
対
サ
モ
ア
戦
を
観
戦
し
ま
し

た
。
試
合
開
始
と
と
も
に
響
き
渡
る
割

れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
や
、
ス
タ
ジ
ア
ム

を
覆
う
熱
気
、
選
手
同
士
が
ぶ
つ
か
り

合
う
迫
力
を
感
じ
、
生
徒
た
ち
も
日
本

代
表
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

日
本
代
表
が
勝
利
し
、
歓
喜
に
包

ま
れ
る
会
場
の
中
で
、
フ
ァ
ン
と
と
も

に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

多
く
の
生
徒
が
海
外
に
出
る
の
が

初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
た

ち
は
言
葉
も
文
化
も
異
な
る
環
境
に
不

安
を
隠
せ
ず
、
到
着
直
後
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
で
は
、
表

情
に
緊
張
の
色
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
朝
に
は
、
生
徒
た
ち

は
満
面
の
笑
み
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
に

現
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
い
か
に

暖
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
か
、
片
言

の
英
語
や
身
振
り
手
振
り
で
意
思
疎
通

を
図
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
国
際

交
流
は
で
き
る
と
い
う
大
き
な
気
づ
き

を
得
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
貴
重
な
経
験
は
生
徒
た
ち

の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
経
験
を
糧
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
釜

石
と
デ
ィ
ー
ニ
ュ
・
レ
・
バ
ン
市
や
世

界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
る
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
報
告
者　

国
際
交
流
課  

主
査  

東　

洋
平
）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度 

中
学
生
海
外
体
験
学
習
事
業
報
告

中
学
生
海
外
体
験
学
習
事
業
報
告

平田小学校からのメッセージを掲げて
応援する子どもたち

アマチュアラグビーの練習会場で
ル・ブリュスケ村長から記念品を受けとりました
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学校外で継続して参加して
いる活動はありますか？

学校外の活動について中学校の部活動の
参加希望について

地域移行した場合の
参加希望について

部活動に加入したい理由

ある ないスポーツ関係
習い事や稽古ごと
その他

スポーツ系の部活動に加入したい
文科系の部活動に加入したい
どちらか決めていないが加入したい
加入するかどうかわからない
加入しない

その種目に興味がある
体力・技術の向上
友達と楽しく活動したい
大会等で良い成績をとりたい

ぜひ参加したい
どちらかというと参加したい
あまり参加したくない
全く参加したくない

思い出作り
将来の目標達成のため
興味がある
授業以外で多くのことを学ぶことができる
強豪校に進学したい

64%59%52%
36%

20%
26%

27%

39%

8%

19%

16%
9%

9%

6%
5%

4%
4% 3%

11%

27%

10%

14%

16%

8%

その他

　

少
子
化
に
伴
い
、
中
学
校
の
部
活
動

の
継
続
の
難
し
さ
と
同
時
に
、
生
徒
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
に
親
し
む
機
会
の
確
保
、
教

員
の
負
担
減
少
が
求
め
ら
れ
、
全
国
的

に
部
活
動
の
地
域
移
行
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁
が

策
定
し
た
「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す

る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
も
と

に
、
釜
石
市
で
も
、
地
域
移
行
に
向
け

て
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
中
学
校

の
部
活
動
の
地
域
移
行
や
地
域
連
携
の

在
り
方
を
検
討
す
る
「
釜
石
市
中
学
校

部
活
動
地
域
移
行
推
進
協
議
会
」及
び
、

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
に
出
席
い

た
だ
き
、
他
方
面
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
課
題
等
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進
め
、
方
針
を

決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

部
活
動
の
現
状
と
児
童
生
徒
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
抜
粋
し
、
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、す
べ
て
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

釜
石
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
・
小
学
生

部
活
動
地
域
移
行
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

部
活
動
地
域
移
行
推
進
協

議
会
の
開
催

    
釜
石
市
の
中
学
校
部
活
動
の

釜
石
市
の
中
学
校
部
活
動
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　    

地
域
移
行
に
向
け
て

地
域
移
行
に
向
け
て

【
対
象
】

●
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生

●
全
中
学
生

●
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
三
年

生
ま
で
の
保
護
者

小・中学生の自由記述
・専門的な指導者に教えてほしい。
・�レベルが上がったり、他校との交
流も多くなったりし、成長できる。
・�部活動も友達との思い出作りの一
つだし、地域移行してほしくない。
・地域全体が活性化するのでいい。
・�練習時間の上限などを決めてほし
い。
・�やりたい活動を生徒に聞いてほし
い。
・�他の人とうまくやっていけるか不
安。
・部活動は楽しくやりたい。
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学校外で継続して参加して
いる活動はありますか？

学校外の活動について中学校の部活動の
参加希望について

地域移行した場合の
参加希望について

部活動に加入したい理由

ある ないスポーツ関係
習い事や稽古ごと
その他

スポーツ係の部活動に加入したい
文科系の部活動に加入したい
どちらか決めていないが加入したい
加入するかどうかわからない
加入しない

その種目に興味がある
体力・技術の向上
友達と楽しく活動したい
大会等で良い成績をとりたい

ぜひ参加したい
どちらかというと参加したい
あまり参加したくない
全く参加したくない

思い出作り
将来の目標達成のため
興味がある
授業以外で多くのことを学ぶことができる
強豪校に進学したい

64%59%52%
36%

20%
26%

27%

39%

8%

19%

16%
9%

9%

6%
5%

4%
4%3%

11%

27%

10%

14%

16%

8%

現在の部活動の
加入状況

部活動に加入している目的部活動の悩み

スポーツ系の部活動
文科系の部活動

現在の所属について

やりたかった種目である
やりたかった種目がなかったので、
設置されているものから選んだ

地域移行した場合の
参加希望について

地域移行へのご意見

賛成である
どちらかというと賛成である
どちらかというと反対である
反対である
わからない

地域移行した場合の
参加希望について

ぜひ参加させたい
どちらかというと参加させたい
あまり参加させたくない
全く参加させたくない

ぜひ参加したい
どちらかというと参加したい
あまり参加したくない
全く参加したくない

未加入

その種目に興味がある
体力・技術の向上
大会等で良い成績をとりたい
興味がある
思い出作り
友達が参加しているから
学習以外に打ち込める活動だから
特に目的はない
授業以外で多くのことを学ぶことが
できる
家族に勧められた
その他

悩みはない
部活動と勉強の両立
練習時間が短い
練習内容が物足りない
部員数が少なく活動が制限される
専門的に指導してもらえない
部活動の人間関係
練習時間が長い
土日の練習が多く休みがない
他にやりたいことがあっても
時間がない
部員数が多く活動が制限される
お金がかかる
顧問の先生とうまくいかない

72%

75%

34%33%

19%

22%
32% 17%

25%

37%

8%

3%18%

48%

18%

1%

38%38%

15%

11%

21%
10%

9%7%
7%
5%
5%
5%
5%
5%

2%2%2%

10%10%

9%

6%

5%
4%3%

3%

7%

●●●

保護者の自由記述

中
学
生

保
護
者

・�選択の幅が広がることで、子供の意
識も向上する。

・�部員数が少ないことでチームを組め
ないこともあるので、できるだけ早
く進めるべきである。

・�専門の指導者に指導してもらえるこ
とは、子供の活動の充実につながる。

・�親の送迎、金銭的な負担、指導方法
の相違等が不安である。

・�釜石で指導者が確保できるのか疑
問。

・�土日の部活動自体をなくしてもいい
のでは。

・�先生方の負担を減らすことで、学習
や生活への指導に力を入れてもらえ
る。

・�活動場所、指導者への報酬、学校と
の連携、大会参加の仕方などの課題
がたくさんある。
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釜
石
市
の
児
童
生
徒
数
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
学
校
の

小
規
模
校
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
背
景
の
下
、
釜

石
市
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委

員
会
は
、
学
校
規
模
等
の
教
育

環
境
を
ど
の
よ
う
に
考
え
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
に
つ

い
て
議
論
し
、
令
和
4
年
11
月

に
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
こ
の
提
言

を
受
け
、
望
ま
し
い
教
育
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
基
本
方
針
に
は
、
学
校
規

模
の
適
正
化
・
適
正
配
置
の
手

法
、
基
本
的
な
考
え
方
、
学
校

規
模
の
基
準
な
ど
を
盛
り
込
む

予
定
で
、
年
度
内
の
策
定
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
海
外
体
験
学
習
事

業
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
釜
石
中
学
校
３
年

佐
々
木　
渚な

央お

私
は
こ
の
研
修
を
通
じ
て
、

様
々
な
視
点
で
物
事
を
考
え
、

課
題
解
決
に
向
け
て
真
摯
に
取

り
組
む
力
を
身
に
着
け
る
た
め

に
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
す
る
体
験
は
初
め
て

の
も
の
が
多
く
、
緊
張
も
あ
り

ま
し
た
が
、
楽
し
い
気
持
ち
が

そ
れ
以
上
で
し
た
。
特
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
沢
山
の
思
い
出

が
出
来
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
み
ん
な
と
と
て
も
フ

レ
ン
ド
リ
ー
で
明
る
く
、
優
し

い
方
た
ち
で
し
た
。
日
本
か
ら

持
っ
て
行
っ
た
お
土
産
も
と
て

も
よ
ろ
こ
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、

特
に
け
ん
玉
を
気
に
入
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
年
が
近
か
っ
た
3

人
と
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
一
緒
に

登
校
し
た
学
校
で
も
友
達
を
紹

介
し
て
く
れ
て
、
国
境
を
越
え

た
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
言
語
は
違
っ
て
も
気
持

ち
が
通
じ
る
ん
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
最
後
の
日
の
夜
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
色
々
な
話

を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
将
来

の
夢
に
つ
い
て
話
し
た
と
き
、

「
応
援
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て

積
極
的
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
、
伝
え
よ
う
と
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

別
れ
は
悲
し
か
っ
た
け
ど
、
悲

し
い
と
思
う
ほ
ど
仲
良
く
し
て

く
れ
て
、
私
た
ち
に
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
下
さ
っ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
研
修
を
通
じ
て
改

め
て
世
界
は
広
い
ん
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
国
境
を

越
え
た
繋
が
り
、
絆
を
感
じ
ま

し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
グ
ビ
ー

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
時
、
ど
の
国
の
選
手
た
ち
も

楽
し
そ
う
で
生
き
生
き
と
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
繋
が
り
の
輪

を
も
っ
と
広
げ
て
い
け
ば
、
よ

り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ

の
貴
重
な
体
験
を
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
よ

り
多
く
の
人
に
デ
ィ
ー
ニ
ュ
・

レ
・
バ
ン
市
の
こ
と
、
世
界
の

こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
社
会
で
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互

い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
て
共

存
し
て
い
く
社
会
に
な
る
よ
う

に
、
ま
ず
は
自
分
が
世
界
を
知

り
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

海
外
体
験
学
習
を
通
し
て

　
　
　
　
　
大
平
中
学
校
３
年

佐　
藤　
威い

伸し
ん

今
回
の
海
外
体
験
で
の
目
標

は
「
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
る

こ
と
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
こ
と
」
で
あ
り
、

自
分
の
成
長
を
感
じ
た
場
面
は
、

主
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
現
地
の

中
学
生
と
の
交
流
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
は
、
同

年
代
の
ル
イ
ス
君
と
父
親
が
い

ま
し
た
。
学
校
の
先
生
を
し
て

い
る
母
親
は
、
現
在
ア
フ
リ
カ

で
働
い
て
い
て
二
人
で
家
事
を

分
担
し
て
い
ま
し
た
。
私
は「
何

か
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
？
」
と

英
語
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
特
に

大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
自
分
の
英
語
が
伝
わ

る
か
不
安
で
し
た
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
は
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る

こ
と
を
意
識
し
、
ル
イ
ス
君
と

仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
際
、
表
情
を
う
ま
く
使
う

こ
と
、
文
法
を
意
識
し
す
ぎ
な

い
事
等
、
や
っ
て
み
な
け
れ
ば

感
じ
ら
れ
な
い
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

現
地
の
中
学
生
と
の
交
流
で

は
、
日
本
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
授
業
中
は
静
か
で
す
か
？
」

「
皆
、
ま
じ
め
で
す
か
？
」
等
、

30
分
以
上
質
問
攻
め
に
あ
い
ま

し
た
。
逆
に
、
日
本
に
外
国
の

生
徒
が
来
た
場
合
、
同
じ
よ
う

に
30
分
も
質
問
が
続
く
で
し
ょ

う
か
。
彼
ら
の
好
奇
心
や
積
極

性
に
触
れ
、
多
く
の
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
他
に
も
、
日
本
と

は
異
な
る
「
当
た
り
前
」
に
数

多
く
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
自

分
の
「
当
た
り
前
」
を
い
い
意

味
で
変
え
て
く
れ
る
貴
重
な
時

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
日
本
対
サ
モ
ア
戦
の

観
戦
で
す
。
間
近
で
選
手
同
士

が
ぶ
つ
か
り
合
う
迫
力
、
多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
歓
声
、
会
場

を
取
り
巻
く
熱
気
は
決
し
て
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
復
興

支
援
の
感
謝
を
デ
ィ
ー
ニ
ュ
・

レ
・
バ
ン
市
長
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
も
両
市
の
交
流

が
続
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、

掲
げ
て
い
た
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
積
極
的
に
様
々
な

こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
今
後
の
生
活
に
活
か
し
、

生
ま
れ
育
っ
た
釜
石
市
の
た
め

に
貢
献
で
き
る
人
間
に
成
長
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
釜
石
市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
校
規
模
の
適
正
化
・

適
正
配
置
基
本
方
針
」の
策
定
に
向
け
て

「釡石市立小・中学校における 
学校規模の適正化・適正配置基本方針」の策定に向けて 
 
 
釡石市の児童生徒数は年々減少しており、学校の小規模校化が進んでいます。 
このような背景の下、釡石市学校規模適正化検討委員会は、学校規模等の教育環境をどの
ように考え整備することが望ましいかについて議論し、令和 4年 11月に提言をまとめまし
た。 
教育委員会はこの提言を受け、望ましい教育環境の整備を図るための基本方針の策定に

取り組んでいます。基本方針には、学校規模の適正化・適正配置の手法、基本的な考え方、
学校規模の基準などを盛り込む予定で、年度内の策定を目指しています。 
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中
学
生
海
外
体
験
学
習
事

業
を
通
じ
て

海
外
体
験
学
習
を
通
し
て

　

福
成
菜
穂
子
さ
ん
が
、
令
和

５
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
、
任

期
満
了
に
よ
り
教
育
委
員
を
退

任
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
釜
石
市
議
会
9
月

臨
時
会
に
お
い
て
、
議
会
の
承

認
を
得
て
市
長
が
令
和
５
年
10

月
１
日
付
け
で
、
佐
々
木
ひ
づ

る
さ
ん
を
教
育
委
員
に
任
命
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
9
月
30
日

ま
で
で
す
。

佐
々
木
ひ
づ
る
さ
ん
が
教
育
委
員
に
就
任

佐
々
木　
ひ
づ
る
委
員
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